
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
長
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
が
10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
18
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
続
い
て

２
回
目
で
、
今
回
は
市
長
選
公
約
の
意
見
交
換
。
議
会
か
ら
は
議
会
運
営
委
員
、
総
務
・
厚
生
文
教
・
産
業
建
設

各
常
任
委
員
長
、
執
行
部
か
ら
は
市
長
公
室
長
、
総
務
・
総
合
政
策
部
長
が
出
席
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は

議
会
運
営
委
員
の
小
西
議
員
が
出
席
。
大
阪
市
廃
止
再
び
否
決
分
断
乗
り
越
え
よ
り
よ
い
大
阪
市
へ 
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大
阪
市
を
残
し
、
そ
の
力
を
生
か

す
こ
と
を
市
民
は
選
び
ま
し
た
。
大

阪
市
廃
止
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
が
１
日
投
開
票
さ
れ
、
反
対
６
９

万
２
９
９
６
票
、
賛
成
６
７
万
５
８

２
９
票
で
反
対
多
数
で
、
大
阪
市
は

存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

市
廃
止
の
否
決
は
前
回
２
０
１

５
年
５
月
に
続
き
２
度
目
。
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
か
ど
う
か

市長提案の「新しい豊かさ」を追求する視点 
1. 自然と調和のとれたセンスのある景観づくり 

2.「自分らしく」誇りと逞しさ養う次世代教育 

3. アフターコロナを見据えた医療体制の充実 

4. 誰にも居場所がある支え合いの福祉 

5. スマートシティ、スマート自治体による利便性の向上 

6. 時代を超えた歴史、文化、芸術に包まれた豊かな暮らし 

7. ローカル経済による支え合いと安全な消費づくり 

8. 都市部とのアクセスメリットを活かした便利なゆっくり 

暮らし 

9. 若者層が挑戦できるまちづくり 

10. 誰もが移動しやすい市内交通ネットワーク環境 

会
議
の
目
的 

今
回
の
交
換
会
は
、
岩
永
市
長

２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

市
長
選
挙
の
公
約
に
基
づ
き
、
議

会
と
の
政
策
形
成
過
程
の
初
期

に
お
い
て
、
課
題
認
識
を
共
有

し
、
政
策
の
熟
度
を
高
め
る
た
め

に
、
市
長
か
ら
の
申
し
出
で
開
催

さ
れ
た
も
の
。 

会
議
の
進
行
は
議
長
が
つ
と

め
、
冒
頭
市
長
か
ら
２０
分
野
１
３

５
項
目
の
市
長
選
公
約
の
政
策

作
成
の
視
点
（
上
欄
掲
載
）
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

多
様
な
意
見 

出
席
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
で
地

域
の
行
事
が
中
止
と
な
り
、
人
と

の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
」

「
人
と
会
う
の
が
こ
わ
い
と
い

う
人
が
出
て
い
る
」
「
こ
れ
ま
で

必
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
そ

ぎ
落
と
さ
れ
た
」
「
出
口
が
み
え

な
い
も
と
で
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
で
元
に
戻
る
の
か
ど
う
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

小
西
議
員
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
考
え
る
視
点
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
何
を
学
ん
だ
か
、
何
を
教

訓
と
す
べ
き
が
大
切
。
コ
ロ
ナ
危

機
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
医

療
、
介
護
、
雇
用
、
経
済
、
教
育

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
社
会
の

ぜ
い
弱
性
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

自
己
責
任
で
は
な
く
、
人
々
が
連

帯
し
て
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

を
行
政
が
い
か
に
下
支
え
す
る

か
の
視
点
で
政
策
を
進
め
て
ほ

し
い
と
発
言
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
後
の
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
は
、
政
策
形
成
の
議
論
で

あ
る
の
で
会
派
長
の
出
席
、
政
策

形
成
の
基
本
は
議
会
で
の
議
論

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
会

議
運
営
が
大
切
、
出
さ
れ
た
意
見

は
全
議
員
が
共
有
で
き
る
よ
う

に
と
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

「
広
報
・
広
聴
の
機
能
を
発
揮

す
る
し
く
み
と
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
全
議
員
の
研

修
が
１０
月
２９
日
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
上
）
。
講
師
は
龍
谷
大
学

政
策
学
部
教
授
の
土
山
希
美
枝

氏
。 土

山
教
授
は
、
議
会
報
告
会

（
市
民
と
の
意
見
交
換
会
）
の
在

り
方
、
広
聴
か
ら
政
策
提
案
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
、
広
報
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
な
ど
を
．
議
会
の
政
策
形
成
過

程
、
広
報
と
議
員
、
議
会
の
関
係

な
ど
の
角
度
か
ら
全
国
の
議
会

の
経
験
も
紹
介
し
講
演
し
ま
し

た
。
最
後
に
参
加
者
か
ら
の
質
問

と
コ
メ
ン
ト
に
応
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

１１月９日に開催される市議会臨時議会に提出される一般会

計補正予算算（第６号）の概要は以下のとおりです。 

●新型コロナウイルス感染症により影響を受けた伝統工芸支援

のため、宿泊事業者が観光誘客を行うための伝統的工芸品（信楽

焼）を購入する費用の助成として、地場産品販売促進事業補助 ６

６４万円（全額一般財源） 

●来年一月の成人式を、コロナからの「３密」を避けるため、分

散会場とオンラインなどの費用、１００万円（全額一般財源） 

■１２月定例会日程■ 
１１月２６日（木）本会議・会派代表質問 

１１月３０日（月）本会議・議案上程 

１２月 ８日（火）本会議・議案質疑 

１２月 ９日（水）・１０日（木）・１１日（金）・ 

１４日（月）本会議・一般質問 

１２月１５日～１８日 各常任委員会 

１２月２３日（水）本会議・討論・採決 

◎みなさんのご意見・ご要望をお聞かせください。 

請願の締め切りは１１月１８日（水）正午です。 

 

が
大
き
な
争
点
で
、
自
主
財
源
が
３

分
の
１
に
な
る
一
方
、
特
別
区
設
置

に
１
５
年
間
で
１
３
０
０
億
円
の

コ
ス
ト
が
掛
か
る
こ
と
な
ど
の
正

し
い
情
報
を
提
供
し
て
市
民
に
訴

え
ま
し
た
。 

甲
賀
市
か
ら
も
議
員
団
は
じ
め

市
民
が
現
地
で
の
支
援
に
参
加
し

ま
し
た
。 

補正予算案 


